
 令和７年 

 第１回市議会定例会 議案第６９号 

   職員の休日および休暇に関する条例の一部改正について 

 職員の休日および休暇に関する条例の一部を改正する条例を次のよう

に定める。 

  令和７年２月２６日提出 

 

                  函館市長 大 泉   潤   

 

   職員の休日および休暇に関する条例の一部を改正する条例 

 職員の休日および休暇に関する条例（平成３年函館市条例第４号）の

一部を次のように改正する。 

 第７条の２第１項中「定める者」の後ろに「（第７条の４第１項にお

いて「配偶者等」という。）」を加える。 

 第７条の３の次に次の２条を加える。 

 （配偶者等が介護を必要とする状況に至った職員等に対する意向確認

等） 

第７条の４ 任命権者は，職員が配偶者等が当該職員の介護を必要とす

る状況に至ったことを申し出たときは，当該職員に対して，仕事と介

護との両立に資する制度または措置（以下「介護両立支援制度等」と

いう。）その他の事項を知らせるとともに，介護両立支援制度等の申

告，請求または申出（以下「請求等」という。）に係る当該職員の意

向を確認するための面談その他の措置を講じなければならない。 

２ 任命権者は，職員に対して，当該職員が４０歳に達した日の属する

年度（４月１日から翌年の３月３１日までをいう。）において，前項

に規定する事項を知らせなければならない。 

 （勤務環境の整備に関する措置） 

第７条の５ 任命権者は，介護両立支援制度等の請求等が円滑に行われ

るようにするため，次に掲げる措置を講じなければならない。 

 (1) 職員に対する介護両立支援制度等に係る研修の実施 



 (2) 介護両立支援制度等に関する相談体制の整備 

 (3) その他介護両立支援制度等に係る勤務環境の整備に関する措置 

   附 則 

 この条例は，令和７年４月１日から施行する。 

 

 

 

 

 

 （提案理由） 

 職員への仕事と介護の両立支援制度等に係る周知および意向確認の措

置等に関する規定を整備するため 

 


